
 

第 41 回静岡県優良素材普及展示即売会 

（開催概要） 
 

１．開催日 ： 令和 6 年 11 月 21 日（木） 

２．会 場 ： 株式会社 スンエン（島田市御請 229） 

３．概 要 ：  

区 分 摘   要 

①  総出品量 839.132m3（前年度 919.404m3） 
 

②  販売材積 828.247m3(2,882 本）/前年度: 883.224m3(3,256 本） 
＊内訳：スギ 333.222m3、ヒノキ 407.653m3、スギ・ヒノキ 1.366m3、 

    ケヤキ 16.146m3、モミ 50.768m3、その他 19.092m3 
 

③ 落 札 率 98.69％（前年度 96.06％） 
 

③  販売総額 29,217,900 円（前年度 22,083,137 円） 
 

④  平均落札価格 34,819 円/m3（前年度 25,003 円/m3） 
＊内訳：スギ 22,714 円、ヒノキ 48,027 円、スギ・ヒノキ 8,693 円、 

ケヤキ 25,506 円､モミ 15,903 円、その他 28,019 円 

 

⑥ 最終結果 上記の①～⑤は、入札会終了後に元落材の処理を行った「最終結果」である。 

 

⑦ 来場者 買い方、出荷者等「受付名簿ベース」で 55 名。（前年度 78 名） 

 

⑧ 併行事業 11 月 20 日（水）に「素材市場の見学会」（島田木協主催）が下記により 

開催された。 
・参加者：計 161 名 

（島田市立六合小学校 3 年生・96 名、島田市六合東小 3 年生・65 名） 

・記念品：「カラ板」（ベイモミ材のかまぼこ板）、「冊子」（木材クイズ） 

 

⑨ マスコミ取材 静岡新聞「県産木材 もっと身近に」（令和 6 年 11 月 23 日付） 

日刊木材新聞「桧・杉 良材を多数出品し完売」（令和 6 年 12 月 2 日） 

 

⑩ PR（告知） ㈱スンエンにより、下記の告知広告が実施された。 

日刊木材新聞（令和 6年 11 月 7 日付） 

 

 

4．市場意見 ： (株)スンエンのコメント 

区 分 摘   要 

①  出品材積 昨年同様気温も高く、建築需要の低迷による価格の不安定により伐採業者 

も様子を伺うところも多く、材種に関しては前回より減少した。しかしその分、 

杉・桧ともに大径木の出品が多く、おかげで今回の市には桧 40 ㎝以上の 

丸太が 200 本以上も出品された。  
②  販売価格 杉・桧ともに 200 年生の大径木が多く、前年度とは違い県外からの買方も 

多く見られ、また高値の札も多くあった。 

杉の平均単価 22,700円   桧の平均単価 48,000 円  
③  目玉商品 杉   4ｍ 62 ㎝ 150,000 円 

桧   4ｍ 56 ㎝ 520,000 円 

桧   4ｍ 58 ㎝ 410,000 円 

キリ  2ｍ 64 ㎝  71,000 円 



サワラ 4ｍ 50 ㎝ 100,000 円  

④ その他 出荷者、買い方等、組合員各位のご支援、ご協力に対し、御礼を申しあげ 

ます。 

 

５．支 援 ： 本年度の展示即売会における本会の支援は、以下のとおりである。 

【写真記録】第 41 回静岡県優良素材普及展示即売会＆原木市場等の見学会 

▼展即会場風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼原木市場・プレカット工場の見学会 

 

区  分 摘     要 

① 単協経由の依頼 県木連会長名・素材生産部会長の連名で、素材の出荷、ならびに買い方の

来場を要請。 

 

② 後援事務手続き 林野庁、静岡県、島田市等への後援依頼と事後報告。 

 

③ 報道取材の要請等 

 

 

 

① 一般紙 

「素材市場見学会」に対する「静岡新聞社 島田支局」、 

「中日新聞 東海本社島田支局」への取材依頼。 

② 業界紙 

「展示即売会」に対する業界新聞（日刊木材新聞）への取材依頼。 

 

④ 市日当日の業務 

 

報道、組合員の買い方、出荷者を中心に、受付等の対応を行なうと共に、 

入札会場の設営等を支援した。 

⇒ 本会：新木信吾 業務課長、大西佐和 総務主任 

⑤ 写真記録 下記のとおり。 


